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２０３０ ミライチャレンジ プロジェクト 
持続可能な開発目標（SDGｓ）をテーマに
２０３０年に向けたアクションを
創りだすプロジェクト

レゴを活用したリフレクション

成果と工夫した
ポイント

■成果
フォーラムに学生50名が参加し、満
足度の平均値4.78、SDGsに対する
理解度の平均値4.45を得た（5段階
評価）。また参加者が全員がクラウド
ファンディングのプロジェクトを設
計、立案することができた。

■工夫
活動成果をクラウドファンディングに
したことで現実感のある「広く他者を
巻き込む」実践活動につながった。

1年目
一般助成

知識の提供・
普及啓発

フォーラム学生参加数 活動の全体目標に
対する達成度50人 4.45 35％

課　題

今後の課題

クラウドファンディングの
模擬投票

　持続可能性やSDGsという言葉は、日本社会の中で十分に認知されているとは言い難い。そう
いった逆風の中で新しい仕組みやプロジェクトを実現できる人材を育成したい。

　本プログラムを、教育コンテンツとして各地の公教育でPBL型授業として採用されるには、進
行役やグループファシリテーターのスキルに依存しない教材化に作り込む必要がある（誰でも
一定の成果が出せる教材化）。

　SDGsをテーマに持続可能な社会づくりに挑戦をしている企業、研究
機関と協働で「２０３０ ミライチャレンジ プロジェクト」を発足させ、中高
生を対象とした普及啓発フォーラムを開催した。フォーラムでは、クラウ
ドファンディングのプロジェクト制作を通じて、中高生が持続可能な消
費者として日々の消費活動を促し、さらにITリテラシーの獲得と、現実
感のある「広く他者を巻き込む」実践活動につながった。

活動内容

SDGsに対する理解度
（5段階評価）


